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懇
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新会長登場
日
鉄
と
共
創
研
究
所
設
置

東
北
大
鉄
鋼
材
料
人
材
を
育
成

ト
ヨ
タ
国
内
生
産

1
万
3500
台
前
半

7
月
計
画
、日
当
た
り

人材育成施設
サウジに完成
中東事業拡大へ

山
九

作
業
服
を
刷
新

住
商
メ
タ
ル
ワ
ン
鋼
管

大
阪
で
鉄
鋼
需
給

説
明
会
を
開
催鉄連

鉄
鋼
流
通
問
題
懇
談
会
（
会
長
＝
赤
木
純
一
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
常
務
執
行

役
員
）
は
18
日
、
東
京
・
茅
場
町
の
鉄
鋼
会
館
で
定
例
会
を
開
催
し
た
。
会
合

後
の
会
見
で
赤
木
会
長
は
、
国
内
普
通
鋼
内
需
に
つ
い
て
「
2
0
2
4
年
度
推

定
は
対
前
年
4
％
（
約
1
7
0
万
㌧
）
減
と
な
っ
た
。
建
設
、
建
産
機
、
自
動

車
向
け
の
需
要
が
落
ち
た
」
と
し
た
上
で
、「
マ
イ
ナ
ス
の
1
％
減
は
少
子
高
齢

化
、
同
3
％
減
は
働
き
方
改
革
を
含
め
て
24
年
問
題
な
ど
、
人
手
不
足
が
露
呈

し
た
1
年
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。「
少
子
化
に
よ
る
連
続
的
な
内
需
減
少
は

1
％
程
度
と
み
て
い
る
が
、
24
年
度
は
不
連
続
で
3
％
程
度
上
乗
せ
さ
れ
て
落

ち
込
ん
だ
」
と
分
析
し
た
。

一
方
、
25
年
度
4
―
6

月
期
内
需
見
通
し
が
対
前

期
比
1
・
7
％
減
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
赤

木
会
長
は
「
土
木
や
自
動

車
の
季
節
要
因
で
の
落
ち

込
み
だ
ろ
う
。（
需
要
は
）

反
転
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
悪
く
な
っ
て
い

る
と
も
思
え
な
い
。た
だ
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
は

今
後
、
注
視
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
し

た
。赤

木
会
長
は
「
鉄
鋼
へ

の
25
％
関
税
は
米
国
向
け

輸
出
量
が
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
、
か
つ
米
国
で
製
造

で
き
な
い
製
品
し
か
輸
出

し
て
い
な
い
の
で
大
き
な

影
響
は
出
な
い
」
と
し
つ

つ
「
自
動
車
関
税
25
％
は

影
響
が
非
常
に
大
き
い
。

普
通
鋼
内
需
の
25
％
を
占

め
る
自
動
車
産
業
で
あ

り
、
注
視
す
る
」
と
警
戒

感
を
示
し
た
。

普
通
鋼
内
需
の
10
％
を

占
め
る
建
産
機
で
は
「
建

機
は
外
需
が
70
％
の
う
ち

の
3
割
が
北
米
向
け
、
産

機
は
外
需
が
60
％
の
う
ち

3
割
が
北
米
向
け
だ
。
内

需
の
40
％
も
約
3
割
が
自

動
車
向
け
で
あ
り
、
関
税

の
影
響
は
受
け
や
す
い
環

境
だ
」
と
語
っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
環
境
に
つ
い
て
は

「
米
国
に
高
関
税
を
課
さ

れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
も
経

済
停
滞
リ
ス
ク
が
あ
る
。

米
国
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
リ

ス
ク
も
現
実
味
を
帯
び

る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

デ
ィ
ー
ル
の
状
況
を
よ
く

見
て
お
く
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。

続
け
て
「
中
国
は
内
需

が
不
振
に
も
か
か
わ
ら
ず

年
率
10
億
㌧
ペ
ー
ス
で
造

り
続
け
て
い
る
。
輸
出
は

年
率
1
億
㌧
ペ
ー
ス
で
出

続
け
て
い
る
」
と
し
た
上

で
「
当
時
中
国
が
輸
出
し

て
い
た
国
・
地
域
別
の
23

年
比
較
で
は
、
韓
国
、
イ

ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
欧
州
、

米
国
な
ど
約
3
分
の
1
で

関
税
な
り
、
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
な
り
、
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ

ン
グ
が
か
か
っ
て
い
る
状

況
だ
。
行
き
場
を
な
く
し

た
中
国
材
は
そ
れ
以
外
の

地
域
に
出
て
く
る
た
め
、

ア
ジ
ア
市
況
は
上
が
り
に

く
い
状
況
が
続
き
、
日
本

に
も
押
し
寄
せ
や
す
い
環

境
に
な
っ
て
い
る
」
と
分

析
し
た
。

赤
木
会
長
は
、
よ
り
安

価
な
輸
入
材
が
流
入
す
る

こ
と
で
鋼
材
市
況
上
昇
の

足
か
せ
と
な
る
こ
と
を
危

惧
し
た
。「
流
通
企
業
が
進

め
て
い
る
加
工
賃
や
労
務

費
、
諸
物
価
に
対
す
る
価

格
転
嫁
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
鉄

鋼
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
に
対
す
る
影
響
も
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
毅
然
と

し
た
対
応
を
と
る
べ
き
」

と
の
認
識
を
示
し
た
。

全
国
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
（
全
鉄
連
）
の
井
上
憲

二
会
長（
明
治
鋼
業
会
長
）

は
「
建
築
分
野
は
人
手
不

足
が
深
刻
だ
。
着
工
や
工

期
見
直
し
が
相
次
い
だ

が
、
こ
こ
に
き
て
一
段
と

そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
印
象
だ
。
建
機
や
産
機

な
ど
の
需
要
に
も
影
響
し

て
い
る
」と
し
た
上
で「
本

日
の
会
合
テ
ー
マ
の
安
全

対
策
で
は
Ａ
Ｉ
活
用
な
ど

高
炉
メ
ー
カ
ー
が
先
手
を

打
つ
方
策
を
参
考
に
し

て
、
流
通
に
も
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

会
見
に
は
全
鉄
連
で
副
会

長
を
務
め
る
澁
井
信
之
氏

（
澁
井
鋼
材
社
長
）
と
井

上
浩
行
氏
（
大
裕
鋼
業
社

長
）
も
出
席
し
た
。

淀
川
製
鋼
所
や
日
本
製
鉄
な
ど
が
出
資
す
る
京
葉
鉄
鋼
埠
頭
（
本
社
＝
千

葉
県
市
川
市
、
北
村
宗
一
社
長
）
は
入
出
庫
能
力
月
間
25
万
㌧
、
保
管
能
力

12
万
5
0
0
0
㌧
を
誇
る
一
事
業
所
と
し
て
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
鉄
鋼

専
用
埠
頭
だ
。鉄
鋼
業
を
縁
の
下
で
支
え
る
重
要
な
物
流
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

隣
接
す
る
淀
川
製
鋼
所
市
川
工
場
が
使
用
す
る
母
材
の
荷
役
・
保
管
や
同
工

場
が
生
産
し
た
め
っ
き
・
カ
ラ
ー
製
品
の
保
管
・
出
荷
を
担
う
と
と
も
に
、

日
本
製
鉄
の
中
核
中
継
地
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

千
葉
港
西
部
の
葛
南
港

区
に
立
地
。
首
都
圏
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
優
れ
、
同
区

内
に
は
日
鉄
鋼
板
や
日
鉄

物
流
も
生
産
・
物
流
拠
点

を
置
く
。

設
立
は
1
9
6
8
年
6

月
。
当
時
、
八
幡
製
鉄（
現

日
本
製
鉄
）
が
八
幡
、
堺

製
鉄
所
な
ど
か
ら
の
製
品

の
中
継
地
と
、
操
業
を
開

始
し
た
君
津
製
鉄
所
か
ら

の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
東
日
本
で
探
し
て
お

り
、
市
川
工
場
開
設
の
た

め
に
千
葉
県
よ
り
こ
の
場

所
を
入
手
し
て
い
た
淀
鋼

に
八
幡
側
か
ら
埠
頭
の
合

弁
事
業
を
持
ち
か
け
た
の

が
設
立
の
き
っ
か
け
だ
。

現
在
の
出
資
比
率
は
淀
川

製
鋼
所
が
60
％
弱
、
日
本

製
鉄
が
20
％
。

全
長
約
3
0
0
㍍
の
埠

頭
は
船
舶
が
接
岸
し
や
す

い
よ
う
一
直
線
に
伸
び
て

い
る
。
4
つ
の
バ
ー
ス
に

4
基
の
大
型
岸
壁
ク
レ
ー

ン
を
備
え
、
積
載
重
量
3

0
0
0
㌧
級
の
国
内
外
鋼

船
3
隻
が
同
時
に
着
岸
可

能
。
水
深
は
満
潮
時
8
・

5
㍍
、干
潮
時
6
・
5
㍍
。

水
平
引
込
式
ク
レ
ー
ン
3

基
と
ロ
ー
プ
ト
ロ
リ
式
橋

形
ク
レ
ー
ン
1
基
を
使
い

分
け
、
荷
役
作
業
を
安
全

か
つ
迅
速
に
行
う
。

荷
揚
げ
は
淀
鋼
と
日
鉄

向
け
が
ほ
ぼ
全
量
を
占
め

る
が
、
ス
ポ
ッ
ト
対
応
で

「
外
部
か
ら
の
委
託
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
」（
北
村

社
長
）
と
い
う
。
岸
壁
ク

レ
ー
ン
の
荷
役
能
力
に
は

余
裕
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

外
部
か
ら
の
要
請
が
あ
れ

ば
倉
庫
の
余
力
状
況
な
ど

に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
方
針
。
バ
ー
ス
は

荷
揚
げ
だ
け
で
な
く
、
出

荷
に
も
活
用
し
て
お
り
、

淀
鋼
市
川
工
場
の
め
っ
き

・
カ
ラ
ー
製
品
を
積
ん
だ

船
舶
が
定
期
的
に
西
日
本

に
向
け
て
出
港
し
て
い

る
。敷

地
面
積
約
8
万
6
0

0
0
平
方
㍍
の
構
内
に
は

11
棟
の
倉
庫
が
並
ぶ
。
上

屋
倉
庫
10
棟
と
野
積
倉
庫

（
屋
外
ヤ
ー
ド
）
1
棟
で

構
成
さ
れ
、
ホ
ッ
ト
コ
イ

ル
や
め
っ
き
鋼
板
、
カ
ラ

ー
鋼
板
、
線
材
、
鋼
管
、

厚
板
な
ど
を
保
管
す
る
。

野
積
倉
庫
の
7
号
倉
庫

で
は
約
4
億
円
を
投
じ
て

更
新
し
た
定
格
荷
重
30
㌧

の
ト
ロ
リ
式
橋
形
ク
レ
ー

ン
が
先
週
か
ら
本
稼
働
に

入
っ
た
。
同
倉
庫
は
ホ
ッ

ト
コ
イ
ル
置
き
場
と
し
て

運
用
し
て
お
り
、
既
存
の

ク
レ
ー
ン
2
基
の
う
ち
、

老
朽
化
で
活
用
頻
度
が
低

下
し
て
い
た
1
基
を
更
新

し
、
入
出
庫
効
率
を
向
上

さ
せ
た
。

搬
送
能
力
を
高
め
た
の

に
合
わ
せ
、
出
庫
用
ト
ラ

ッ
ク
バ
ー
ス
を
2
カ
所
3

台
か
ら
、
3
カ
所
5
台
に

拡
充
。
ト
ラ
ッ
ク
荷
待
ち

時
間
の
短
縮
を
図
る
。
一

連
の
取
り
組
み
は
物
流
の

2
0
2
4
年
問
題
に
対
し

て
も
解
決
に
向
け
た
一
手

と
な
る
。

同
社
は
淀
川
製
鋼
所
か

ら
土
地
を
借
用
し
て
お

り
、
市
川
工
場
の
敷
地
と

は
隔
た
り
が
な
い
。
こ
の

た
め
、
市
川
工
場
で
原
板

と
し
て
使
用
す
る
ホ
ッ
ト

コ
イ
ル
は
7
号
倉
庫
か
ら

4
0
0
㍍
ほ
ど
し
か
離
れ

て
い
な
い
酸
洗
ラ
イ
ン
ま

で
ト
ラ
ッ
ク
で
直
送
で

き
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮

に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
。1

号
・
2
号
倉
庫
で
は
、

岸
壁
ク
レ
ー
ン
と
倉
庫
の

天
井
ク
レ
ー
ン
を
駆
使

し
、
接
岸
し
た
船
舶
か
ら

倉
庫
内
へ
と
「
ト
ラ
ッ
ク

を
使
わ
ず
に
入
庫
で
き

る
」（
髙
橋
徹
常
務
取
締

役
）
の
が
特
長
。
日
鉄
の

鋼
管
ヤ
ー
ド
と
し
て
の
運

用
が
主
体
と
な
っ
て
い

る
。
3
号
・
5
号
倉
庫
は

日
鉄
や
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の

線
材
を
保
管
。
自
動
車
用

途
が
多
く
、
ジ
ャ
ス
ト
イ

ン
タ
イ
ム
の
デ
リ
バ
リ
ー

が
求
め
ら
れ
る
自
動
車
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
一
翼

を
担
う
。

4
・
6
号
倉
庫
は
コ
イ

ル
類
を
中
心
に
保
管
す

る
。
特
に
4
号
倉
庫
は
淀

鋼
が
市
川
工
場
で
生
産
し

た
め
っ
き
鋼
板
と
カ
ラ
ー

鋼
板
の
コ
イ
ル
が
フ
ロ
ア

全
面
に
び
っ
し
り
と
積
ま

れ
、
幾
何
学
模
様
を
描
く

よ
う
に
整
然
と
並
ぶ
。

保
管
さ
れ
る
コ
イ
ル
は

入
庫
時
に
「
置
き
場
管
理

シ
ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
、

位
置
情
報
を
自
動
登
録
す

る
仕
組
み
だ
。
出
庫
の
際

は
ク
レ
ー
ン
操
縦
室
内
の

端
末
で
位
置
情
報
を
確
認

で
き
る
た
め
、
コ
イ
ル
を

探
し
出
す
手
間
が
解
消
さ

れ
、
効
率
的
な
入
出
庫
に

役
立
っ
て
い
る
。

同
シ
ス
テ
ム
は
コ
イ
ル

倉
庫
を
中
心
に
7
年
前
に

導
入
。
今
秋
を
め
ど
に
屋

外
の
7
号
倉
庫
に
も
導
入

予
定
で
、
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル

の
入
出
庫
の
さ
ら
な
る
効

率
化
に
つ
な
げ
た
い
考
え

だ
。8

・
9
・
10
・
11
号
倉

庫
は
コ
イ
ル
専
用
の
防
湿

倉
庫
。
内
壁
に
防
湿
塗
料

を
塗
布
さ
れ
て
お
り
、
海

風
や
気
温
差
に
よ
る
結
露

を
防
ぐ
。
め
っ
き
・
カ
ラ

ー
製
品
に
加
え
、
雨
濡
れ

禁
止
の
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
の

保
管
に
も
活
用
す
る
。

中
長
期
を
見
据
え
、
重

要
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機

能
を
発
揮
し
続
け
る
た
め

に
は
、
人
材
確
保
と
主
要

設
備
の
老
朽
更
新
が
課
題

と
な
る
。
ピ
ー
ク
時
に
1

5
0
人
を
数
え
た
従
業
員

数
は
現
在
1
0
0
人
弱
だ

が
、
置
き
場
管
理
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
活
用
や
、

多
能
工
化
の
推
進
に
よ
る

現
場
力
向
上
に
よ
っ
て
、

入
出
庫
能
力
を
維
持
し
て

い
る
。

た
だ
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
で
採
用
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

す
。
従
業
員
が
よ
り
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
整
え

て
い
く
と
同
時
に
「
自
動

化
も
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」（
北
村
社

長
）。ま
た
、
岸
壁
ク
レ
ー

ン
4
基
の
う
ち
、
3
基
は

設
立
当
初
か
ら
稼
働
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
更
新
時

期
の
検
討
に
着
手
し
て
い

る
。埠

頭
の
機
能
の
維
持
に

努
め
る
こ
と
は
社
会
貢
献

に
も
つ
な
が
る
。
地
元
の

市
川
市
と
は
防
災
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
災
害
時

に
は
緊
急
物
資
の
物
流
基

地
と
な
る
。
千
葉
県
か
ら

も
災
害
時
支
援
協
定
の
協

力
事
業
者
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
重
要
イ
ン
フ
ラ
を

次
代
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み

に
注
力
す
る
京
葉
鉄
鋼
埠

頭
は
鉄
鋼
業
界
だ
け
で
な

く
、
地
域
社
会
に
と
っ
て

も
心
強
い
存
在
で
あ
り
続

け
る
。
（
山
本

章
央
）

東
京
鉄
鋼
販
売
業
連
合
会

（
東
鉄
連
）
を
構
成
す
る
地

区
9
団
体
の
う
ち
、
最
も
古

い
歴
史
を
誇
り
会
員
数
59
社

が
加
盟
す
る
本
所
鉄
交
会
の

会
長
に
18
日
、
阿
部
秀
雄
氏

（
57
、
ア
ベ
ス
チ
ー
ル
パ
イ

プ
社
長
）
が
就
任
し
た
。
阿

部
新
会
長
は
「
歴
史
あ
る
本

所
鉄
交
会
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
先
輩
た
ち
に
敬
意
を
払
い

つ
つ
、
良
き
伝
統
を
紡
ぎ
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
、
次
世

代
の
人
た
ち
に
引
き
継
げ
る

よ
う
微
力
な
が
ら
尽
力
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

本
所
鉄
交
会
の
設
立
は
1

9
4
8
（
昭
和
23
）
年
に
さ

か
の
ぼ
る
。
本
所
鉄
交
会
館

を
本
拠
地
と
し
て
そ
の
後
、

東
鉄
連
、
全
鉄
連
、
浦
安
鉄

鋼
団
地
が
誕
生
し

た
。
当
初
は
鉄
交

会
と
し
て
会
員
数

54
人
で
ス
タ
ー

ト
。
世
話
人
と
し

て
山
口
惣
吉
氏
、

山
口
喜
久
治
氏
、

殿
畑
宗
次
郎
氏
、

木
村
修
氏
、
井
口

一
隆
氏
、
菅
野
章

氏
が
名
を
連
ね
、以
来
、脈
々

と
伝
統
を
築
い
て
き
た
。

阿
部
新
会
長
は
碓
井
達
郎

前
会
長
（
碓
井
鋼
材
社
長
）

か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
、
第
18

代
会
長
に
就
任
し
た
が
、
同

会
の
役
員
歴
は
約
15
年
に
な

る
。主
に
事
業
委
員
と
し
て
、

委
員
長
、
幹
事
長
、
前
任
の

副
会
長
を
経
験
し
た
。
そ
れ

以
前
は
若
手
の
鋼
友
会
や
本

所
ア
イ
ア
ン
の
会
長
も
歴

任
。
周
囲
か
ら
の
信
頼
は
絶

大
だ
。

本
所
鉄
交
会
に
は
「
本
所

気
質
」
と
い
う
の
が
あ
る
そ

う
だ
。
阿
部
会
長
は
「
本
所

の
鉄
屋
は
現
物
商
売
に
徹
す

る
こ
と
を
原
点
に
浮
利
を
追

わ
ず
、
得
意
先
と
の
共
存
共

栄
を
目
指
し
て
い
る
」と
し
、

「
本
所
の
鉄
屋
だ
か
ら
こ
そ
、

今
の
自
社
の
商
売
ス
タ
イ
ル

が
あ
る
。
長
く
栄
え
る
と
い

う
こ
と
は
結
局
、
信
用
・
信

頼
を
重
視
し
、
き
れ
い
な
商

売
を
す
る
こ
と
」
と
認
識
し

て
い
る
。

一
方
で
、
同
会
の
基
本
は

「
親
睦
を
深
め
る
」
こ
と
に

あ
る
。
阿
部
新
会
長
は
「
設

立
趣
意
書
の
一
文
に
あ
る
も

の
で
、
従
業
員
や
、
経
営
者

家
族
の
参
加
も
重
視
し
て
き

た
。
向
上
会（
従
業
員
団
体
）

を
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
こ
の

業
界
で
働
く
人
た
ち
を
大
切

に
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
先

人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
働
く
人
た
ち
に
も
還

元
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が

先
代
へ
の
恩
返
し
に
も
な

る
」
と
真
っ
す
ぐ
な
信
念
を

貫
く
。

（
菅
原

誠
）

東
北
大
学
は
こ
の
ほ

ど
、
日
本
製
鉄
と
「
日
本

製
鉄
×
東
北
大
学
共
創
研

究
所
」
を
4
月
1
日
付
で

同
大
学
の
金
属
材
料
研
究

所
（
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
）

に
設
置
し
た
と
発
表
し

た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
構
築
の
た
め

に
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
鉄
鋼
に
関
わ
る
研
究
の

促
進
と
人
材
育
成
を
図

り
、
将
来
に
わ
た
る
両
者

の
研
究
基
盤
の
拡
大
を
目

指
す
。

世
界
最
高
水
準
の
研
究

・
教
育
の
創
造
に
取
り
組

む
東
北
大
の
「
共
創
研
究

所
」
の
制
度
を
活
用
し
て

学
内
に
連
携
拠
点
を
設
置

し
、
鉄
鋼
材
料
の
基
礎
か

ら
応
用
ま
で
幅
広
い
分
野

の
研
究
の
推
進
と
新
た
な

研
究
テ
ー
マ
を
探
索
す
る

と
と
も
に
鉄
鋼
材
料
に
関

わ
る
人
材
を
育
成
す
る
。

運
営
総
括
責
任
者
は
日
本

製
鉄
の
大
村
朋
彦
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

（
金
属
材
料
研
究
所
特
任

教
授
）、運
営
支
援
責
任
者

は
金
属
材
料
研
究
所
の
古

原
忠
教
授
。
設
置
期
間
は

2
0
3
0
年
3
月
31
日
ま

で
。東

北
大
と
日
本
製
鉄
は

こ
れ
ま
で
幅
広
い
分
野
で

共
同
研
究
を
行
い
、
多
く

の
研
究
成
果
を
上
げ
て
き

た
。
17
年
に
多
面
的
な
産

学
連
携
基
盤
の
構
築
を
目

指
し
た
「
組
織
的
連
携
協

力
協
定
」
を
締
結
し
、
22

年
に
工
学
研
究
科
に
共
同

研
究
部
門
「
マ
ル
チ
ス
ケ

ー
ル
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
」

を
設
置
し
た
。

関
係
筋
に
よ
る
と
、
ト

ヨ
タ
の
7
月
の
国
内
生
産

は
、
日
当
た
り
1
万
3
5

0
0
台
前
半
と
な
る
見
通

し
だ
。
足
元
は
低
水
準
な

生
産
が
続
い
て
い
る
が
、

7
月
以
降
、
巡
航
速
度
の

生
産
へ
の
移
行
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

向
こ
う
3
カ
月
間
の
計
画

と
し
て
内
示
さ
れ
た
も
の

で
、
7
月
は
23
日
稼
働

で
、
月
間
31
万
1
3
0
0

台
前
半
の
水
準
。
5
月
は

19
日
稼
働
で
同
24
万
3
2

0
0
台
後
半
（
日
当
た
り

1
万
2
8
0
0
台
強
）、6

月
は
21
日
稼
働
で
同
27
万

3
1
0
0
台
半
ば
（
同
1

万
3
0
0
0
台
強
）
の
水

準
。
前
月
内
示
に
比
べ
5

月
が
日
当
た
り
20
数
台
、

6
月
は
数
台
下
方
修
正
さ

れ
た
。

5
、
6
月
は
、「
中
部
か

ら
東
北
地
区
へ
の
主
力
車

種
の
生
産
移
管
に
伴
う
準

備
な
ど
で
、
低
水
準
な
生

産
が
続
く
」（
コ
イ
ル
セ
ン

タ
ー
筋
）
見
通
し
。
そ
の

後
は
、
1
万
3
0
0
0
台

半
ば
程
度
の
生
産
に
移
行

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る

が
、「
悪
く
は
な
い
が
、
当

初
の
見
通
し
よ
り
は
低
い

水
準
。
関
税
問
題
な
ど
も

あ
り
、
大
き
く
上
向
く
と

は
考
え
に
に
く
い
」（
同
）

と
み
ら
れ
て
お
り
、
当
面

は
計
画
通
り
の
生
産
と
な

っ
て
い
く
か
ど
う
か
が
、

注
視
さ
れ
る
状
況
だ
。

曽
祖
父
か
ら
孫
ま
で
の
4

世
代
が
同
じ
会
社
へ
―
―
。

関
西
地
区
の
コ
イ
ル
セ
ン
タ

ー
、
三
協
則
武
鋼
業
（
本
社

＝
堺
市
西
区
、
花
畑
諒
一
社

長
）
に
新
卒
で
今
春
入
社
し

た
現
業
職
の
庵
地
凱
斗
（
あ

ん
ち
・
か
い
と
）
さ
ん
は
、

父
の
一
芳
さ
ん
が
同
社
の
製

造
部
次
長
を
務
め
、
祖
父
の

一
信
さ
ん
、
曽
祖
父
の
次
造

さ
ん
（
21
年
死
去
）
も
同
社

で
の
勤
務
経
験
を
持
つ
。
経

営
者
で
は
な
く
社
員
が
4
代

続
け
て
入
社
す
る
の
は
珍
し

い
ケ
ー
ス
と
言
え
る
。
庵
地

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
聞
い
た
。

最
初
に
入
社
し
た
の
は
、

現
在
78
歳
の
祖
父
、
一
信
さ

ん
。
1
9
7
0
年
に
当
時
働

い
て
い
た
会
社
の
紹
介
で
入

社
。
仕
事
を
評
価
し
て
く
れ

る
姿
勢
や
初
代
・
木
村
哲
治

社
長
の
人
情
を
魅
力
に
感

じ
、
旧
松
原
工
場
で
工
場
長

ま
で
勤
め
上
げ
た
。
義
理
の

兄
弟
な
ど
を
含
め
る
と
7
―

8
人
が
同
時
に
同
社
で
働
い

て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い

い
、
の
ち
に
曽
祖
父
（
一
信

さ
ん
の
父
）、次
造
さ
ん
も
呼

び
寄
せ
入
社
。
2
0
1
6
年

に
退
職
し
て
い
る
。

父
の
一
芳
製
造
部
次
長
は

03
年
、
同
社
が
人
手
不
足
だ

っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
入
社

し
た
。
16
年
に
は
現
堺
工
場

の
移
転
に
伴
い
、
レ
ベ
ラ
ー

の
立
ち
上
げ
を
担
当
。
現
在

は
レ
ベ
ラ
ー
、
倉
庫
、
生
産

管
理
の
責
任
者
と
し
て
日
々

働
い
て
い
る
。
若
手
社
員
に

慕
わ
れ
て
お
り
、「
会
社
の
強

み
は
〝
若
さ
〞。若
手
か
ら
相

談
や
悩
み
事
を
受
け
る
の
が

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
会
社
の
魅
力

を
説
明
す
る
。

凱
斗
さ
ん
は
今
年
3
月
に

新
卒
で
入
社
し
、
現
在
は
倉

庫
部
門
の
研
修
中
だ
。
幼
い

頃
か
ら
母
親
に
同
社
へ
の
入

社
を
勧
め
ら
れ
、
社
内
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
に
も
顔

を
出
し
て
い
た
と
い
う
。
社

内
で
の
父
の
評
判
が
良
い
こ

と
か
ら
、
同
僚
に
期
待
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
一
方

で
、「
少
し
で
も
早
く
仕
事
に

慣
れ
て
、
将
来
は
自
分
な
り

の
ス
タ
イ
ル
で
頼
ら
れ
る
存

在
に
な
り
た
い
」
と
意
気
込

む
。花

畑
社
長
は
「
社
員
が
何

世
代
も
続
い
て
働
い
て
く
れ

る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
。ぜ

ひ
5
、6
代
目
も
続
く
よ
う

な
魅
力
あ
る
会
社
に
し
て
い

き
た
い
。
庵
地
一
家
に
限
ら

ず
、
家
族
や
友
達
、
身
内
を

呼
び
た
い
と
思
え
る
会
社
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

山
九
は
21
日
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
現
地
法
人
が

建
設
を
進
め
て
い
た
人
材

育
成
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
加
工
拠
点
「
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
＆
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ

ソ
ー
ス
・
デ
ベ
ロ
プ
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し

た
と
発
表
し
た
。
2
0
2

2
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
に
開

設
し
た
「
山
九
テ
ク
ニ
カ

ル
ア
カ
デ
ミ
ー
」に
続
く
、

海
外
2
拠
点
目
の
人
材
育

成
施
設
で
、
山
九
で
は
こ

の
2
拠
点
を
連
携
し
、
東

西
イ
ン
ド
洋
を
つ
な
ぐ
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
戦
略
の

要
と
し
て
中
東
地
域
で
の

事
業
拡
大
を
図
り
た
い
考

え
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
東
部
に
位
置

す
る
ジ
ュ
ベ
ー
ル
工
業
団

地
内
に
位
置
す
る
。
高
度

な
技
術
・
技
能
を
有
す
る

人
材
の
確
保
お
よ
び
育
成

を
目
的
と
し
た
研
修
施
設

と
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
機
能
を
備
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
4
棟
で
構

成
。
研
修
施
設
に
は
山
九

グ
ル
ー
プ
の
世
界
各
国
か

ら
社
員
を
受
け
入
れ
、
熟

練
技
術
者
の
作
業
を
間
近

で
学
べ
る
教
育
の
場
と
し

て
年
間
約
1
7
0
0
人

（
延
べ
人
数
）
の
研
修
生

受
け
入
れ
を
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
棟
で
は
、
プ
ラ
ン
ト

設
備
の
日
常
保
全
お
よ
び

定
期
保
全
（
タ
ー
ン
ア
ラ

ウ
ン
ド
）
に
対
応
可
能
な

体
制
を
整
備
、
回
転
機
・

静
機
器
・
配
管
製
缶
・
バ

ル
ブ
な
ど
の
多
様
な
設
備

や
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す

る
。中

村
社
長
は「〝
活
き

た
〞
経
験
を
蓄
積
す
る
こ

と
こ
そ
が
、
技
能
力
向
上

の
礎
に
な
る
。
高
度
な
技

能
を
備
え
た
仲
間
を
継
続

的
に
輩
出
し
、
世
界
中
で

活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

鋼
管
商
社
大
手
の
住
商

メ
タ
ル
ワ
ン
鋼
管
（
本
社

＝
東
京
都
千
代
田
区
、
桐

畑
竜
典
社
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
6
年
ぶ
り
に
作
業
服

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

現
行
の
作
業
服
の
機
能
性

向
上
や
デ
ザ
イ
ン
の
刷
新

を
求
め
る
従
業
員
の
声
を

反
映
し
、
男
女
統
一
デ
ザ

イ
ン
と
し
た
。
左
胸
付
近

に
同
社
ロ
ゴ（
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
）

の
刺
繍
が
入
り
、
カ
ラ
ー

は
通
年
用
（
秋
冬
用
）
が

紺
色
、
春
夏
用
は
デ
ィ
ー

プ
ネ
ー
ビ
ー
を
基
調
と
し

て
い
る
。

Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
作
業
服
は
、
通

年
用
に
ス
ト
レ
ッ
チ
素
材

を
使
用
。
作
業
時
に
動
き

や
す
い
帯
電
防
止
素
材
に

よ
り
、
静
電
気
が
起
き
に

く
い
。
水
を
は
じ
く
撥
水

加
工
も
施
し
た
。
一
方
、

春
夏
用
は
環
境
に
優
し
い

植
物
由
来
（
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
）
の
原
料
を
使
用
し
た

素
材
を
採
用
し
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
削
減
に
貢
献
す
る
。

通
年
用
と
同
じ
く
ス
ト
レ

ッ
チ
素
材
を
使
用
し
て
お

り
、
作
業
時
に
動
き
や
す

く
、
帯
電
防
止
素
材
と
し

た
。
接
触
冷
感
素
材
を
使

用
し
て
い
る
た
め
、
涼
し

く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
も
機

能
す
る
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
は
21

日
、
2
0
2
5
年
度
第
1

四
半
期
鉄
鋼
需
給
説
明
会

を
大
阪
市
内
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大

阪
で
開
催
し
た
。
需
給
調

査
委
員
会
の
錦
織
努
副
委

員
長
（
住
友
商
事
グ
ロ
ー

バ
ル
メ
タ
ル
ズ
執
行
役
員

鋼
材
第
一
本
部
長
）
が
最

近
の
鉄
鋼
需
給
動
向
を
説

明
し
た
。

国
内
鉄
鋼
需
給
動
向
で

は
、
土
木
部
門
は
公
共
・

民
間
と
も
に
低
調
で
前
年

割
れ
。
自
動
車
部
門
は
中

国
で
の
苦
戦
が
続
き
日
系

メ
ー
カ
ー
の
シ
ェ
ア
が
低

下
し
て
い
る
。
建
築
部
門

は
一
部
で
好
調
だ
が
資
材

費
高
騰
に
よ
り
力
強
さ
を

欠
く
。
造
船
部
門
は
受
注

残
を
積
み
上
げ
て
い
る
も

の
の
人
手
不
足
や
労
働
規

制
の
影
響
か
ら
起
工
が
頭

打
ち
。
産
業
機
械
部
門
も

外
需
で
苦
戦
し
て
い
る
。

錦
織
副
委
員
長
は
「
米
国

の
追
加
関
税
の
問
題
が
今

後
、
品
種
や
向
け
先
を
問

わ
ず
各
分
野
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
」と
話
し
た
。

内
需
が
減
少
す
る
中
、

鋼
板
類
を
中
心
に
鋼
材
輸

入
量
が
増
加
し
て
い
る
。

鉄
骨
輸
入
量
の
大
半
が
中

国
か
ら
と
推
測
さ
れ
、
輸

入
浸
透
率
が
上
昇
し
て
い

る
が
実
情
を
つ
か
む
の
は

難
し
い
。
鉄
骨
需
要
原
単

位
が
変
化
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
も
議
題
に

上
が
っ
た
。

25
年
度
の
鋼
材
内
需
見

通
し
は
、
引
き
続
き
人
手

不
足
な
ど
の
供
給
制
約
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
の
、
前
年
比
微
増
と
し

て
い
る
。

曽祖父から孫4世代が勤務
「家族に勧めたい会社」三協則武鋼業

日刊産業新聞25.4.22

本
所
気
質
の
伝
統
つ
な
ぐ

阿部秀雄氏阿部秀雄氏
本所鉄交会

左
か
ら
庵
地
一
芳
製
造
部
次

長
、一
信
さ
ん
、凱
斗
さ
ん

今
回
完
成
し
た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
セ
ン
タ
ー

赤木会長

大
型
岸
壁
ク
レ
ー
ン
㊤
、
コ
イ
ル
を
ス
ム
ー
ズ
に
入
出
庫
で
き
る

国内最大級淀鋼・日鉄の物流拠点

日刊産業新聞25.4.22

ス
ト
レ
ッ
チ
素
材
で
動
き

や
す
く

入
出
庫
能
力
設
投
で
維
持

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
受
け
時
間

を
短
縮
し
た


